
平城宮跡と平城京跡の調査

平城宮跡発掘調査部

１．平城宮跡の調査

壬生門( 第1 2 2 次) の調査第２次朝堂院が京に開口する状況を明らかにするため，宮城1 2 大門

の１つである南面東門( 壬生門）を全面発掘し，あわせて二条大路，南面大垣，宮内道路の一部

を調査した。調査区の地形は，北方の第２次朝堂院地域から南に延びた小支丘が沖祇面に移行

したなだらかな平地である。調査区の中央は，旧水田面より１ｍ商い農道が東西方向に走り，

平城宮南面大垣の築地の痕跡と推定されていた。今回の発掘では，前記の遺椛および平城宮造

営以前の土砿墓，斜行溝と造営以後の掘立柱建物を検出した。平城宮と京に関連する遺構は，

遺構の重複関係からＡ～Ｃの３期に区分されるが，そのうちＡ期はＡ１，Ａ２の２小期に細別で

きる。以下に時期別に遺構を述べる。

ＡＩ期門基壇の痕跡は検出できなかった。大垣築地の築成予定地に掘込み地業ＳＸ９４９０，

9491 , 9 4 9 4 , 9 4 9 5がある。この地業は門の位侭では21 . 6ｍの間途切れるが，東西方向に二条検

出した。地業の深さは，約0 . 4 ｍであり，それぞれ2 . 5 ｍの間隔で壷掘り状に掘り込まれている。
二条の南北距離は，約４ｍである。この進構の北には，南北両側溝をもつ宮内道路S F 1 7 6 1 が
東西方向に走る。北側溝S Dl 7 6 4，9 4 8 0は，幅0 . 8ｍ，深さ0 . 1ｍの素掘りの溝であり，短期間

に埋め戻され，そのうえに築地S A 9 4 7 0 が構築される。築地基聴は，きわめて残存状態が悪く，

積み土として黄褐色砂質土が一部残るにすぎない。この層にすえられた木樋S X 9 4 7 9 を検出し

ている。南側満ＳＤ1 8 1 3 , 9 4 8 1は二度同じ位置で改修されており，妓後は幅１．１ｍ，深さ0 . 4ｍ

の素掘りの溝となる。この両側溝から復原される道路幅は，満心禽で7 . 4 ｍである。また築地，
側溝とも門位置の真北で，2 1 . 7 ｍの間途切れている。

二条大路S F 94 4 0の北側溝ＳＤｌ２５０は，幅4 . 2ｍ，深さ0 . 9ｍの素掘りの溝である。南側溝
S D4 0 0 7の一部を南に延長したトレンチで確認した。幅1 . 7ｍ，深さ0 . 7ｍの素掘りの溝である。

S Dl 2 5 0とS D4 0 0 7のあいだは，二条大路の路面と考えられ，その' 陥員は3 5 . 2ｍである。

Ａ２期南面大垣ＳＡ１２００が築成される。この大垣にとりつく門基壇は，検出できなかった。

築地ＳＡ９４７０および二条大路の北側溝ＳＤｌ２５０は，Ａ１期のものを踏襲する。南面大垣は，基
底幅2 . 7 ｍの浅い掘り込み地業のうえに築成され，バラス混り砂質土と粘質土を交互につきかた

めて築土としている。東1 8 ｍ，西2 7 ｍの距離にわたって検出したが，門の位磁で2 1 . 6 ｍ途切れ

ている。そのうち西部分では現在の農道直下に大垣築地が高さ0 . 5 ｍほど残っている。東部では，

農道が全体に南に寄ったため大垣の基底部しか残っていない。大垣の基底部端にそって，版築

築成時の堰板の添柱を支える添柱穴ＳＳ94 9 2 , 9 4 9 3 , 9 4 9 6 , 9 4 9 7を検出した。この柱穴は，１．０

～1 . 2 ｍの間隔で，大垣基底端より0 . 1 ｍ離れて東西方向に二列検出した。Ａ１期の宮内道路の南

側溝S D1 8 1 3 Bは埋め戻されて，大垣の雨落溝S D9 4 8 7 ，9 4 8 8 がとりつけられる。
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Ｂ期門基埴S B9 5 0 0 の掘り込み地業がなされる。基壇上部は，後世に著しく削平されてお
り，礎石や根石は残っていない。地業の規模は，南北14 . 0ｍ，東西28 . 9ｍであり，Ａ期の大垣
端部をそれぞれ3 . 6ｍ基壇内部の東西にとりこんでいる。南半部の地業は，砂磁土と粘寅土を
雑然と積みあげたものだが，北半部ではバラス混り砂質土と粘土層とが5～１０ｃｍ厚でつきか
ためられ，互層となっている。地業の深さは，残存状態のよい北半部で0 . 8 ｍである。地業の
西北縁部に幅0 . 6ｍ，深さ1 . 0ｍの地覆石抜取り痕跡を示す溝があり，そのなかに凝灰岩の細片
が多く残っていた。このことから基埋の外装は凝灰器壊上職みであったとみられる。基埴には
これにそって絢形に折れ曲る東西溝SDl 813A，9481Ｂと南北溝ＳＤ9474 , 9 482とが新たにと
りつけられる。Ａ期の築地S A 9 4 7 0 は，南北溝に賠渠のないところから，取り払われたとみら

れる。南北溝の東西距離は25 . 4ｍであり，この間は門S B9 5 0 0から北上する路面である。門前
面の二条大路北側溝は，３２ｍにわたって整備される。この整備は，人頭大の玉石を５段職みあ
げて側壁としたもので，現状では北壁が良好に残存する。南壁の護岸石は奈良時代にすでに崩
れており，一部に補修の石やシガラミが認められた。

Ｉ ２０ｍ

第1 2 2 次調在遮概図
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Ｆ１

これが平城宮のことを指しているならば，今回出土

した人形は，朱雀門壬生門の大路で行なわれた大赦

の儀式に使用されたものと見てもよかろう。土器類
は平城宮土器編年のⅡ期からⅢ期（養老５年から天平

勝宝年間）にわたるが，Ⅲ期に属するものの方が多
い。「兵部｣ ，「兵厨｣ ，「兵部厨｣ ，「民厨」と墨書さ

れたものがある◎瓦類は軒丸瓦が9 0 点，軒平瓦が２８

点，面戸瓦が５点，鬼瓦が３点出土した。軒丸瓦は

平城宮瓦編年Ｉ期に属するものが多い。この傾向は

従来の大垣関係の調査成果と同じである。

まとめ宮造営当初の南面東門( 壬生門) がどのよ

うなものであったかは，痕跡が検出されなかったた

め判らない。しかし溝の配置からみて小規模な門が

存在した可能性は高い。Ｂ期の門の規模は平城宮西
面中門とほぼ同じであり，朱雀門のような大規模な

ものではない。脇門も，門心から東3 3 ｍ，西4 1 ｍの

間では発見されていない。Ａ１期が和銅の宮造営，

Ｂ期が聖武天皇即位を目標とする養老５（7 2 1 ）年頃

に始まる造営，Ｃ期が天平宝字の改作時の造営にか

かわる可能性が高い。
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Ｃ期門基壇と南面大垣はＢ期のものが踏襲される。Ｂ期の南北溝ＳＤ94 7 4 , 9 4 8 2はとりこ
わされ，新しく南北溝ＳＤ9477, 9485がつけられる。この南北溝間の東西距離は，31. 6ｍであ
る。さらに門基壇心から東と西36. 2ｍの点で東西溝に合流する南北溝ＳＤ9478, 9486がつけら
れる。これらの新しくつけられた溝からは多量の瓦類が出土したが，宮の終末期に投棄された
ものとみられる。二条大路の北側溝は埋め戻して改修され，門の前面で東西に途切れる浅い素
掘りの溝ＳＤ9450 , 9 4 5 2となる。Ａ～Ｃ期いずれにも門の前面に橋の痕跡は検出できなかった。
遺物出土遺物には木簡，土器，瓦，木器類のほか帯金具（巡方1点) ，和同開弥（２点）があ
る。そのうち二条大路北側溝の下層から出土した木器は注目される。すなわちこれらは若干の
実用品を除けば，そのほとんどが祭祁用とみられるもので，人形が総数20 7点，刀形，烏形，
舟形，削り掛けが各１点である。人形は５ｃｍ前後の小形のものから3 0ｃｍ近い大型のものまで
あり，顔，胸，手足の作りにも各種のものがある。また表面に呪語，裏面に「重病受死」と墨
書した１例もある。人形が宮内でこれほど多型式，多数にわたって出土したことはない。『法
曹類林」によれば毎年６月，１２月の晦日に大伴・壬生二門間の大路で大赦が行なわれたとある。
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東院西辺( 第1 2 8 次) の調査平城宮の東の張り出し部分に関しては，記録にある東院の所在を

推定して，今まで８回にわたって発掘を実施してきた。そのうち第２２次南，３９次，４３次，１０４

次の各調査は，東院の西辺にあたる地点で実施し，濃密な遺構の重複関‘ 係をあきらかにした。

今回の調査地は，ちょうど東院の張り出し部と方1 ｋｍの宮との境界部にあたり，北辺が，第

２２次南，西辺が第1 0 4 次調査地と隣接する。調査地の地形は，束の宇奈多理神社を先端とする

丘陵が西の低地に移行する緩傾斜面であり，宮内道路が南北に走っている。この道路の東半と

西半とで約１ｍほどの比高差があり，道路東肩で段差となっている。

検出した遺構の時期は，この地点を特徴づける斜行流路Ａ期，南北塀Ｂ期，築地Ｃ期，奈良

時代以降Ｄ期と大別し，そのうちを小規模な造改作でさらに細別した。その結果，Ａ期３，Ｂ

期３，Ｃ期４，，期ｌのあわせて1 1 期にわたる遺構の変遷がみとめられた。

Ａ１期建物はまったく存在しない。調査区の西側を素掘りの溝ＳＤ９６８７が南北に貫流する。

溝内からは，平城宮土器編年で１，１期に属する土器片が出土した。S D 9 6 8 7 は，自然地形に

即して形成された溝とみられる。

Ａ２期斜行溝ＳＤ８６００とこれに連接する東西溝ＳＤ９６４８がある。両者ともシガラミで護岸

される。ＳＤ８６００は，第1 0 4 次で検出した溝の上流部にあたり，ＳＤ９６４８がとりつく以前( A ) と

以後( B ) との２期にわたる。堰とみられる小枝の堆職s x 9 6 5 5 は，s D9 6 4 8 とりつけ以前のもの

であり，流路とみられる黄褐色砂の堆積S D 8 6 0 0 A を幅0 . 3 ｍで検出した。ＳＤ９６４８は，東西

方向の流路を約1 8 ｍほど検出したが，東北部分は新しい流路S D 9 6 2 0 で破壊され残っていないｃ

調査区の東辺で掘立柱東西塀S A 9 6 2 8 を３間分検出した。この塀の廃絶後に，S D 8 6 0 0 に連接

する素掘りの東西溝S D 9 6 2 9 が掘られている。

Ａ3 期斜行溝ＳＤ９６２０が調査区の中央を貫流し，その東西に建物が配置される。ＳＤ９６２０

は，底の一部に杭列と側板の誰岸施設があるが，その上を溝内堆秋土がすりばち状に厚くおお

っていることから，完全に管理された溝ではなく，オーバーフローの状態にあったとみられる。

調査区の北辺で，S D 9 6 2 0 に石組東西溝S D 3 1 9 3 がとりついており，このS D 3 1 9 3 A はさらに

北からの基幹排水路S D3 2 9 7 Aをうけている。S D3 1 9 3 Aが，S D9 6 2 0 にとりつく部分は，側

板で護岸されている。斜行溝S D9 6 2 0 には，さらに調査区の南で東西石組溝S D8 6 2 8 がとりつ

けられている。調査区西辺には建物２棟がある。第1 0 4 次で一部検出していた南北棟ＳＢ８５７８

は，２間× ７間の規模で完掘できた。桁行９尺等間，梁行および順の出は６尺等間である。そ

の北側に２間× ４間の小規模な南北棟ＳＢ９６４７( 桁行６尺等問，梁行７尺等問）が建てられる。調

査区の東辺では建物４棟を検出した。ＳＢ９５９７は南卿付東西棟掘立柱建物（l ( ) 尺等間) 。S B

9 6 1 6 は，２間× ３間の南北棟( ５尺等間) 。S B 9 6 3 7 は２間× ３間南北棟( ６尺等間) 。S B 9 6 3 9 は，

３間× １間以上の南北棟建物（６尺等間) 。

Ｂ, 期南北塀で空間が東西に区分され，建物が大規模になる。斜行溝S D 3 1 1 3 A が，旧斜

行溝S D 9 6 2 0 を踏襲して，５ｍ西よりに設置される。この溝は，オーバーフローした形跡がな

1７
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く，堆積土も新旧の２層に分かれ，下層がほぼＢ, 期に対応する。新たに設けられた南北塀S A

5 7 4 0 A は，従来の調査とあわせると総長2 0 0 ｍに達する大規模なもので，この地域を区画する

重要な機能をもつ。S A 5 7 4 0 A の東側には, 南廟付東西棟S B 9 6 0 9 が建てられ( １０尺等間) ，やや

おくれて２間× ３間以上の東西棟ＳＢ９６３８( 1 0 尺等間）が建てられる。S B 9 6 0 9 とS B 9 6 3 8 の間
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( ま，東西塀ＳＡ９６１７（1 0尺等問）で仕切られている。

Ｂ２期水系はＢ, 期と同じであるが，調査区南半で改作がなされる。南北塀S A 5 7 4 0 A の南

半がとりこわされ，調査区の南中央に北廟をもつ３間× ５間の大規模な東西棟S B 9 5 9 8 が建て

られる。新たに斜行溝S D3 1 1 3 Bに沿った南北塀S A 5 7 4 5 で西を区界し，北を東西塀ＳＡ９６１０

で仕切るようになる。S A 5 7 4 5 は，南の第4 3 次調査区内でふたたび２間分西に張り出してS A

5 0 2 5 となるので，斜行溝S D3 1 1 3 Bの流路の実情にみあって，この時期に南北塀が大きく改作

されたとみられる。S B 9 5 9 8 の東北に３期にわたる土城S K 9 6 0 8 A ．Ｂ・Ｃがあり，古い土砿

S K 9 6 0 8 A の城底から「蔵人｣ ，「蔵人所」と墨書した須恵器３点が出土した。土器は平城宮土

器編年のⅢ期に相当するものである。

Ｂ3 期斜行溝が廃絶され，整然とした水系がととのえられる。以前からあるS D 3 2 9 7 A を

まっすぐ南に延長し，南北方向の大溝S D 3 2 9 7 B を設ける。これにともない東北からの流水は，

連結した南北溝S D9 6 3 2 Aと東西溝S D9 6 3 1 Aで排水されるようになる。南北塀S A 5 7 4 0 B下

を横．切る東西溝S D9 6 3 1 Aは，凝灰岩を蓋朽とする暗渠である。建物は, 南北塀の東側ではＢ２

期のものが存続するが，西側では３間× ５問の同形の東西棟ＳＢ8 6 4 0 , 8 6 3 2 が柱筋をそろえて

新営される。これらは桁行，梁行とも８尺等間，廟の出は９尺である。東辺の土城S K 9 6 0 8 B

は，古い土漉と重複しながら，やや北に寄って，この時期に掘られたとみられる。

Ｃ, 期南北塀が廃止され，築地ＳＡ５７６０による東西区画割りが完成する。これ以降，築地

の東側での造改作が活発におこなわれるようになり，ここには厚い整地土がみられる。築地s

A 5 7 6 0 は，Ｂ期の南北大瀧S D 3 2 9 7 B の束に沿って造営されている。赤褐色粘質土の積土が土

堤状に残っており，第4 3 次で検出した築地と筋がそろうところから，一連のものとみられる。

築地S A 3 7 6 0 の束には，１幅0 . 8 ｍの南北溝ＳＤ３１０９が並行して走り，築地の雨落ちと東区画の

基幹排水路との機能をあわせもったとみられる。この溝の構造は，半減した丸太を杭として両

側面に打ち，その外側に板材をおとしこんで側壁とするもので，底には玉石を敷くＯＢ3 期の

東西溝S D9 6 3 1 A，南北溝S D9 6 3 2 Aは石組溝S D9 6 3 1 B，9 6 3 2 Ｂに造替えられ，側板溝S D

3 1 0 9 にとりつけられる。S D 9 6 3 2 B には石組東西溝S D 9 6 3 5 が新たにとりつけられる。築地S

A 5 7 6 0 の東区に井戸を予定したとみられる，一辺３ｍ，深さ2 . 4 ｍの矩形の掘形ＳＥ９６３０があ

る。おそらく掘削後井戸を造らずに埋め戻し，新たに南1 3 ｍのところに井戸S E 9 6 0 0 を設けた

とみられる。ＳＥ９６００の井戸枠据え付け用の掘形は一辺３ｍの矩形をし，深さが1 . 2 ｍある。

底部にはこぶし大の喋が厚さ0 . 3 ｍに敷かれている。井戸の本体は，厚さ９ｃｍの板材を井篭組

みにしたもので，一辺の長さ1 3 5 ｃｍである。井戸の四周は矩形の小傑敷面であり，操を横につ

らねて縁どりがされる。東西溝S D 9 6 0 2 A が井戸ＳＥ9 6 0 0 Ａと南北溝S D 3 1 0 9 とを結んでおり，

排水路となる。井戸の南には４間× ４間以上の北廟の大規模な東西棟S B 9 5 9 9 が建てられ，そ

のさらに南に西側柱筋をそろえて２間× ３間以上の南北棟S B 9 5 8 8 がならぶ。築地には，門S

B 9 6 0 6 が開き，目隠塀ＳＡ９６１２で東区への視界は遮断される。築地塀ＳＡ５７６０から西側の空

１９－



間には，石組東西溝ＳＤ８６２０・S D 9 6 2 7 が二条ある。しかし建物遺構は存在せず，的門から北

上する宮内道路S F 9 6 6 0 の路面であったとみられる。

Ｃ２期井戸の北側に南北陳が建てられる。この建物ＳＢ９６４０は，旧排水路S D 9 6 3 1 B ，

9 6 3 2 Ｂ・9 6 3 3 をとり壊したうえに建てられた，東と南の２面に府が張り出す大規模なものであ

る( 桁行，梁行，順の出はともに1 0 尺等間) 。また井戸S E 9 6 0 0 B も，四周を石組溝S D9 6 0 1 A でか

こみ，上段の井戸枠をとりかえ，再度小石でたたき面が敷かれる。井戸の東脇には，東西棟S

B9 6 1 4が建てられる。基幹排水路S D3 1 0 9には，南北棟S B9 6 4 0の西で短かい東西溝ＳＤ９６４９

がとりつけられる。しかしこの溝は，槍皮と粘土で埋めたてられており，存続期間は短かかっ

たとみられる。

Ｃ3 期井戸の南に東西溝S D 9 6 0 4 が設けられ，東側の区画が南北に２分される。南では，

北柱筋のそろった東西棟S B 9 5 8 9 と南北棟S B 9 5 9 0 が建てられる。S B 9 5 8 9 は，２間× ６間以

上( 桁行，梁行ともに1 0尺等問) ，S B9 5 9 0 は２間×３間以上( 桁行，梁行ともに1 0尺等間) である。東

西溝ＳＤ９６０４の廃絶後には，塀S A 9 6 0 5 で南北が区画されるが，西端は仕切らずに，門S B

9 6 0 6 から井戸に坦ける通路部分は開放されている。北の区画では，Ｃ2 期に建てられた東西棟

S B9 6 1 4を壊し．６間×２間以上の南北棟S B9 6 1 3 ( 桁行８尺等間，梁行1 0尺）が建てられる。井

戸S E 9 6 0 0 Bの四周では，化粧が仕直され，大ぶりの石を使って周溝S B 9 6 0 1 Bに造り替えら

れる。また新たに洗場S X 9 6 0 3 が西に造り出される。

Ｃ製期井戸S E 9 6 0 0 B が廃絶し，築地の東にそって礎石立の南北棟が２棟南北にならぶ。

両者とも，礎石はすでに抜き取られており，根石のみを検出した。２間× ７間のＳＢ９６１８（桁

行1 0尺等問，梁行７尺等間）と２間×６間以上のS B9 6 4 1 ( 桁行1 0 尺等間，梁行７尺等間) は，東西の

柱筋をそろえている。そのほかに２間×３間の南北棟ＳＢ９６１１（５尺等間) ，４間×１間以上西
廟付南北棟S B9 5 8 7 ( 梁行８尺等間，府の出６尺) ，ｌ間×２間以上南北棟ＳＢ９５８６( 桁行８尺等間，
梁行1 1 尺) がある。基幹排水路S D3 1 0 9 は，当初の深さの半分がすでに埋っており，この時期に

は上層の砂層が堆積する。そのため，木樋暗渠S X 9 6 2 6 の取水口が埋没して，機能の低下をき

たしている。この時期では，新しく転用材を木樋暗渠S D 9 6 2 6 の東半部につけたし，取水口を

改造している。下流の木桶暗渠S X 9 6 2 5 はおそらく廃絶同様の状態になったとみられる。また

土狼9 6 0 8 Ｃもこの時期に掘られている。

Ｄ期奈良時代以降の掘立柱建物４棟ＳＢ95 9 2 , 9 6 2 2 , 9 6 2 4 , 9 6 4 6と礎石建物１棟ＳＢ９６１９

がある。第1 0 4 次で検出した石敷面S X 8 6 5 8 も，今回の調査区西南にまで延びており，Ｄ期に
該当する。

造物従来の調査区の数倍の多量の土器，瓦類が出土した。軒瓦は，軒丸瓦4 6 2 点，軒平瓦

6 0 0 点が登録されており，圧倒的多数が平城宮瓦編年Ⅲ期の部類である。１期がそれにつぎ，

Ｉ，Ⅳ期のものは非常に少ない。Ｃ期の遺構検出時には，整地土と土漉からかなりの緑軸瓦博

が出土した。土器類の大半はS D 3 1 0 9 上層から出土したもので，投棄された食器類である。調
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査区中央にある井戸SE 9600は，何回も波喋がなされているが，和同開弥５，万年通賓６，神
功開賓1 2 , 帯金具１が出土している。

まとめ今回の時期区分のＡ期に関しては，平城宮の造営当初頃の年代が推定される。第1 0 4
次調査で検出した建物遺構は，すべて今回の調査のＢ, ～Ｂ３期に該当するものであろう。築地
が完成するｃ期は，この地区のきわめて重要な機能が考えられる。本調査区の性格を的門から
北進する宮内道路と東院の西限に比定しても，まずまちがいないであろう。
推定馬寮北辺地域( 第1 2 7 次) の調査奈良市二条町１町目４番地の民有地が，昨年度国有地とな

ったので，この地域の環境整備に先立って発掘調査を実施した。平城宮の西辺部，西面中門と
西面北門とではさまれた一帯は，４７，５０～52, 59, 63, 71次の７回にわたって調査がおこなわれ，
馬寮と推定されるに至っている。今回の発掘地点は，この推定馬寮地域の北辺中央部にあたっ
ている。検出した遺構は，掘立柱建物５棟, 築地塀1条, 掘立柱塀１条, 井戸状土職１基である。
掘立柱建物S B6 4 3 0は，従前の調査( 5 9 , 6 3次）でも一部が検出されていたが，今回の調査で
南北に胴をもつ桁行1 4間以上，梁行４間の長大な東西棟であることがわかった。柱間寸法は，
桁行が８尺等間，梁行は1 0尺，順の出が８尺である。掘立柱建物S B6 4 6 9 は，従来の調査分と
あわせると桁行７間，梁行２間の東西棟となる。柱掘形の重複関係からS B 6 4 3 0 よりも新しい
ことがわかる。柱間寸法は桁行，梁間とも1 0尺等間である。掘立柱建物S B9 5 5 2は，桁行３間，
梁行２間の東西棟で，この南側柱筋は，S B 6 4 6 9 の南側柱筋とそろっている。掘立柱建物S B
6 4 2 9 は，従前の調査分とあわせて桁行５間の南北棟となるが，妻柱の痕跡は南北ともに検出さ

れていない。柱掘形の重複関係からＳＢ６４３０よりも新しいことが判明した。掘立柱建物S B

9 5 5 3 は，桁行３間，梁行２間の総柱の南北棟である。築地S A 6 4 7 5 が廃絶，削平されたのちの

ものである。築地S A 6 4 7 5 は，地業の痕跡を検出した。東西溝ＳＤ6 4 7 3 , 6 4 7 7 は，これにとも

なうもので南北両側の雨蕗なうもので南北両側の雨落

溝と考えられる。南側の雨

落溝S D 6 4 7 3 の埋土上面に

は，凝灰岩の細片が一面に

認められた。この築地が馬

寮の北限を画すとみられる。

土蛎S K 9 5 6 0 は径約３ｍ，

深さ１ｍほどの土砿で，S

B 6 4 3 0 よりも新しい。底部

から奈良時代の丸，平瓦片

が出土したが，後世の遺物

は含んでいなかった。

遺物出土遺物は全般的
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第1 2 7 次発掘遺構図
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に少ない。土器には，緑紬灰紬のものが若干ある。軒瓦は1 0 点出土し，そのうち6 6 6 4 Ｄ型式
をS B 6 4 3 0 の柱掘形から検出した。

まとめ今回の調査で３時期以上におよぶ遺構変遷が認められたが，従来の馬寮地域の調査

でも３～４期にわたる建物群の存在が確認されている。したがって西面中央以北の官椅の変遷
に関しては，西北部の未調査区と細部的な課題は残っているが，従来の調査の蓄職に大きい変

更は今後おこらないであろう。

２．平城宮北方の調査

市庭古墳北方( 第1 2 6 次) の調査この調査は住宅建設に伴う事前調査である。調査地は平城宮
北方，市庭古墳( 平城天皇陵）の西北に接する位置である。検出した遺構は，市庭古墳に関する

ものと，奈良時代に属するものとに分れる。

市庭古墳の遺構市庭古墳S X 5 0 0 の後円部墳丘基底部を検出した。基底部は地山を削り出

して成形しており，葺石がある。葺石S X 2 1 5 1 は地山面に径２５～4 0 ｃｍ大の河原石を１列ない

し２列に並べて裾石とし，それより上部の葺石は削り出した地山面に，灰褐色や暗褐色の砂質

土とバラスを裏込めにして，径1 5 ～2 5 ｃｍ大の石を小口積みとする。葺石の勾配は2 8 . 前後，裾

石から復原される後円部径は1 5 0 ｍほどである。市庭古墳の遺構としては，他に内濠，外濠お

よびその間の外堤を検出している。内濠S G2 1 5 0 から外堤の基底部までは2 9 . 5 ｍある。深さは

約３ｍで，奈良時代に完全に埋め立てている。濠内の遺物は埴輪片のみである。外堤ＳＸ２１７０

は東・西斜面とも葺石があり，幅は裾石間で3 2 . 5 ｍある。外堤上には円筒埴輪列S X 2 1 5 3 を据

えている。各灸の埴輪は1 . 4 ｍ間隔，壷掘りして据えつける。外堤東斜面の裾石から復元され

る円弧は直径約2 0 9 ｍになる。外濠ＳＧ２１６０は幅1 8 ｍほどで，西斜面は素掘りのままである。

外濠は奈良時代に園池S G 2 1 6 2 として利用されている。

奈良時代の遺構主な遺構としては園池井戸１，掘立柱建物１，溝３，土砿がある。ＳＧ

６１０２は市庭古墳の外濠を利用した園池で，３０･ の勾配をもつ葺石ＳＸ２１６１を茶褐粘質土で覆っ

た上に小傑を敷き勾配５．の洲浜とする。洲浜は蛇行し，一部に出島・中島を設けた痕跡があ

る。園池の深さは0 . 8 ｍ前後に復原できる。井戸ＳＥ２１６３は洲浜汀線に接する位置にある。井

戸掘形は上面で径1 . 6 ｍの円形，底は一辺0 . 8 ｍの方形を呈し，深さは2 . 5 ｍある。一辺0 . 5 6 ｍ

の井篭の井戸組の井戸枠３段分を残すが，当初は4 0 段程あったと思われる。井戸埋土から平城

宮Ⅱ期の軒平瓦6 6 6 3 , 平城宮Ⅲ期に属する土師器・須恵器が出土した。この井戸の西南から，

玉石を側石に用いた幅0 . 2 5 ｍの浅い溝S D 2 1 6 4 がのびており，井戸から園池に注水する施設と

考えられる。S B 2 1 6 5 は南北に並ぶ掘立柱掘形で３個検出した。柱間は７尺等間で建物として

の全容は不明。S D 2 1 5 6 は内濠の整地面に掘られた幅6 . 7 ｍの浅い斜行溝で2 0 , 分検出した。

一部に小喋を詰め暗渠風にしている。S D 2 1 5 7 は藤を詰めた東西の盲暗渠で，喋に混って埴輪

片と軒平瓦6 6 4 7 があった。S K 2 1 5 5 は墳丘裾の地山面を掘り込んだ土嬢であり，上下に重複が

ある。上層土漉からは宝亀年間の土師器が出土した。S D 2 1 6 7 は園池の埋土を掘りこんだ東西

フフ
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溝で３４，分検出した。埋土は３層あり，駁上層には完形品を含む多量の瓦を廃棄してあった。
遺物埴輪・瓦・土器がある。埴輪には円筒形，朝顔形の他に蓋形，囲形，盾形などの形象
埴輪がある。これらはハケメの特徴や黒斑から，周辺のコナベ古墳や平塚１号墳にちかい５世
紀前半の年代が与えられよう。瓦は発掘区全体から出土したが堂は多くない。軒瓦8 1点の組み
合わせには，平城宮１期の6284- 6664Ｃ・１．Ｋ，１期の6225. 6308- 6663と6313- 6685, Ⅲ期
の62 8 2 - 6 7 2 1がある。これらの内では，１期の66 6 3が平城宮内と異なる組み合わせをとること

や，6 3 0 8Ｂと6 6 6 3Ａに同一の刻印「井」が押捺されているのが注目される。またここでは平城
宮と同箔の瓦の多いのが特徴である。なおＩ期の瓦中には藤原宮式も含んでいる。
まとめ市庭古墳については，今回及び近年の周辺地域の小規模調査から，全長約2 5 0ｍ，
後円部径約１５０ｍ，前方部幅約1 6 0 ｍに復原できた。また一部には外濠のめぐっていることを
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確認した。平城宮に北接する地域は，推定「松林宮」発見以来それとの中間地帯として，･ 性格

が改めて問題になっているが，本調査によれば，ここが宮と密接な関係を持つ一画であること
を指摘できる。しかし具体的な性格については，園池の存在も含め，今後検討する必要がある。

北方築地( 第1 2 3 - 1 2 次) の調査この調査は住宅建設に伴う事前調査で，調査地は通称一条通

りの北約4 0 0 ｍ，歌姫街道のすぐ西側である。一部は畑地であるが，北辺には幅1 0 ｍ，高さ1 . 5

西方の土塁状の高まりがあり，北側隣接地にも幅５ｍの空堀状の窪みと，これを隔てて北側に

東西方向の幅１７ｍ，高さ1 . 5 ｍの土塁状高まりの認められた地点である。

遺構検出した主な遺構には築地１，大溝１，塀２がある。東西築地ＳＡＯ３は，基底幅2 . 7 ｍ
｡ 鬼辱・口

の９尺, 残存高は1 . 5ｍある。北側犬走りは|幅0 . 5ｍ，その北は0 . 7ｍ下り，再び幅0 . 6ｍの平坦面

となる。掘り込み地業はなく，築地本体も犬走りを形成した後につくる。築地の築成に用いた

堰板の添柱穴ＳＳＯ２．０４は，柱間寸法が不揃いで，ＳＳＯ２が1 . 6～2ｍ，ＳＳＯ４が2 . 1ｍと一定

しない。両者の心を距離は3 . 0 ｍの1 0 尺である。築地のすぐ南の塀ＳＡＯ５．０６は，築地崩壊後

に設けられたものと考えられる。柱間は８尺等間。柱掘形の両脇に，これと重複する楕円形の

穴１対があるが，性格不明である。東西溝ＳＤＯｌは幅5 . 3 ｍ，深さ2 . 8 ～3 . 4 ｍの素掘りで，南北

両壁とも底から1 . 5 ｍの位置に中段をつけている。埋土には滞水した形跡がなく，空堀であった

可能性がある。北側壁の肩には層の粗い厚さ0 . 6 ｍの積土を認めたが，これは北側にある土塁

状高まりの基底部であろう。調査区南半部では，整地土上面に牒敷の痕跡がある。素掘りの溝

ＳＤ０７．０８のうち，ＳＤＯ８はこの牒敷面, ＳＤＯ７は牒敷面を覆う土層上面で掘られたものであるｃ

遺物主な遺物は瓦で，ほとんどはＳＡＯ３の北側犬走り上面とＳＤＯ１内から出土した。軒瓦

の大部分は平城宮Ⅱ期の6 2 2 5 - 6 6 6 3 が占める。他は同じくⅡ期の6 6 8 5 と藤原宮式である。なお

ＳＡＯ３の積土中から，古墳時代の碧玉製車輪石の破片１点と，円筒埴輪片が

'１
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ＳＡＯ
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第1 2 3 - 1 2次遺構図

出土した。

まとめＳＡＯ３はその崩壊土中から出土した軒瓦の組み合わせが，6 2 2 5 -

6 6 6 3 の１組であることから，ほぼ7 2 1 ～7 4 5 年の築造とみることができる。ま

た北側の土塁状の高まりは，ＳＤＯ１の堆積土の状況からみて，ＳＡＯ３と少な

くとも一時期併存したものであることが判明した。

これらの築地及び土塁状の高まりについては，すでに推定「松林苑」の外

郭南面築地と推定されている。また「松林苑」の南西隅は発掘調査によって，

隅部分とこれよりさらに西で南に折れる築地が確認された。今回の調査で検

出したＳＡＯ３と，この南西隅から東へ延びる築地を結ぶ線は，その方位が平

城宮造営方位に近似し，両者の間に点だと残る築地痕跡からみても，一連の

ものである可能性が高い。しかしながらＳＡＯ３の北側のＳＤＯ１と築地状の痕

跡については，現状では東西の延長が不明確であり，その性格を今後検討す

る必要がある。
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推定松林苑南辺( 第1 2 3 - 1 9 次) の調査この調査は，佐紀公民館分館の建設に伴なう事前調査と

して，「松林苑」南辺築地及び塀に近接した，猫塚古墳のすぐ東側の地点で実施したもので，

築地や古墳に関する遺構の存在が予想された。しかし発掘では遺構は検出されず，藤原宮式軒
丸瓦２点( 6 2 7 5Ａ・6 2 7 5Ｂ) が出土したのみである。その他に円筒埴輪が少量出土している。猫塚
古墳に関連するものであろう。

３．平城京の調査

西市( 第1 2 3 - 2 3 次) の調査本調査は西市跡にあたる大和郡山市九条町山本で，マンション建

設が計画されたため，事前調査として奈良県教育委員会の依頼を受けて実施したものである。

西市は東市とともに奈良時代に物資交易の場として設けられた官営の市であり，平城京内で
の重要な機能を担う遺跡である。市域はかつては右京八条二坊の五・六・七・十・十一・十二

坪の計６坪を占めていたとされていたが，今日では五・六・十一・十二坪の計４坪と考えられ

ている。今回の建設計画地は，この十二坪内に当る。

発掘調査は遺跡の性格に鑑みて，予備調査として実施することになったが，調査直前になっ

て発掘予定地が重機によって撹乱されたため，文化庁記念物課から担当官が派逓され，直接現

地指導を行なう事態が発生した。こうした状況の中で，発掘調査はＡ～Ｅの５ヶ所のトレンチ

を設定して進めた。なお範囲確認を含む本格的調査は，昭和5 6 年度以降実施の予定である。

検出した奈良時代の遺構は，掘立柱建物３棟・塀５条・溝２条などである。このほか，中世

の土城および溝が検出されている。掘立柱建物はＡトレンチで２棟，Ｄトレンチで１棟検出し

たが，いずれも小規模で，柱間寸法も1 ｍ～1 . 8 ｍと短い。Ｂ・Ｄトレンチで, 険出した塀のある

ものは一直線上にあり，同一の東西塀と考えられる。溝のうち，Ｅトレンチで検出した東西溝

は，八条大路北側溝で，幅４ｍ，深さ0 . 5 ｍ，シガラミで護岸したらしく，木杭が数本残ってい

た。この八条大路側溝へ北から流れ込む南北溝も検出している。

出土遺物としては土師器・須恵器が多く，瓦はごくわずかである。他に，木簡３点，和同開

弥，神功開宝，銅製帯金具，銅製鋲などが八条大路北側溝から出土した。

今回の予備調査によって，西市に関するいくつかの点を明らかにすることができた。すなわ

ち，建物は掘立柱でいずれも小規模である。これらは瓦の出土状態からみると，瓦葺き建物で

ある可能性が極めて少ない。この種の建物は，市雛に関連するものと推定される。市の範囲に

ついては，八条大路北側識の検出により，南限が確認でき

た。これに接続する南北満は，坪の東西の中心線にちかく，

この付近に門が予測できる。また２トレンチにまたがって検

出した東西塀は，十二坪を南北に二等分する位置にあたって

いることから，坪内を分割して市難を営なんだのではないか

と考えられることなど，市の地割りを推定する手がかりが得

られた。

－２５－
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九条大路( 第1 2 5 次) の調査奈良県を道城廻り線建設工事のうち，蟹川水路付替え工事予定地

の事前調査で，奈良県教育委員会の依頼を受けて発掘調査を実施したものである。調査地は右

京九条一坊の南辺部にあたり，条坊の交差点を中心にＩ～Ⅳの発掘区を設定した。

検出した主な造構は，九条大路とその北側溝，坊間大路とその西側溝，四・五坪間の坪境小

路とその東西両側溝，五坪及び十二坪の南辺築地雨落溝などである。九条大路の北側溝は全発

掘区で確認し，Ⅲ区では大路幅を1 7 ｍまで確認したが，道路幅員は決定できなかった。坊間大

1W0日’． |』Ｌ;ＩM１ 力

､

路西側溝はＩ区で検出したが，東側溝は国鉄関西

線の下になる。四．五坪間坪境小路の東西両側溝

はⅢ区で検出’ 路面幅は約６ｍである。

これらの各側溝は，奈良時代においては３時期

に区分できる。当初には坊間大路西側満束岸およ調査位憧図１－１△ 刀Ｌごｅｏ三ﾖ 1 刀w - Y J ､ わり１日｣ ﾉ 、庫I 生１１只ﾘ 蝿氷ﾉ : F やJ 、

び九条大路北岸は，四・五坪の南でシガラミによる護岸がある。この時期の各側溝は，恒常的

に竣喋がおこなわれている。平城宮土器編年１期の時期頃までは，この状況が続くとみられる。

次に，九条大路北側溝の堆積が進み，坊間大路西側溝は堆稜・氾濫が起り，溝幅は拡大し，坊

間大路にも洪水流路が生じる。土器編年Ⅲ期と併行する時期である。駁終期には，九条大路北

側溝・坊間大路西側溝の幅が狭められ，坪境小路西側満とそれの九条大路北側溝との接続部分

を，堰板で護岸する。土器編年Ⅳ期から平安時代初頭までの時期である。これら側瀧の流水は，

九条大路北側溝へ集まり東流するが，坊間大路西側溝及び坪塊小路東側溝付近では，九条大路

を横切って南へも排水したものと考えられる。なお，九条大路北側溝は，中世以降も堆祇・蛇

行をくりかえしながら存続し，現在の蟹川となっている。

Ｉ・Ｉ。Ⅲ区で五・十二坪の築地雨落溝とみられる素掘り溝を検出したが，築地痕跡は確認

できなかった。四坪南辺では1 9 7 0 年の羅城門跡調査の際，九条大路北側溝から北３ｍの所に，

築地掘込み地業のあることが報告されている。今回Ⅲ区で四坪西南隅部を発掘し，ほぼ同位値

に地山の落ち込みを認めたが，掘込み地業は検出できなかった。

出土遺物は瓦博類，土器類，木製品，金属製品など多種多様なものがある。瓦坤類のうちで

は，軒丸瓦の新型式6 2 7 2 を検出している。これは6 6 4 4 と組みあう。他に全身像鬼瓦，亜弧紋胴：

平瓦に類似した異形瓦製品などがある。土器類は須恵器・土師器の他に，黒色土器や緑紬陶器

・二彩陶器があり，人面墨諜土器，土馬もある。これらの遺物は奈良～平安時代初期にまたが

る。木製品には人形，糸巻き，曲物，櫛などの他，中．近世の皿状木器，独楽などがある。金

属製品中では，佑製小型海獣萄葡鏡が注目される。鏡而径6 . 0 5 ～6 . 2 3 ｃｍ，完形で遺存状態は良

好。他に和同開弥８点があり，輪羽口や鉱津も出土している。

今回の調査により，九条大路を含む条坊は，京造営当初から整備されていたことが明らかと

なった。Ｉ区で多量に出土した軒瓦6 2 7 2 - 6 6 4 4 の特異な組み合わせや鬼瓦の出土は，十二坪を

中心とした地域に寺院の存在する可能性を示唆しており，『正倉院文書』等にみえる「観音寺」
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との関‘ 係が注意される。Ｉ区では坊間大路西側溝西岸に，同形態の土師器小壷５点を埋めた土

城があったが，これらは付近の側溝から多数出土した人面墨諜土器と同様，祭祁に関係したも

のとみられる。道饗祭などとの関連を考えることも可能であろう。

条坊遺構の調査ここ数年来，条坊関係の遺撒調査の件数は増加の一途をたどり，1 9 8 0 年度だ

けで２４件の発掘を実施した。その内１０件では，条坊遺構またはそれに関連するとみられる遺構
を検出している。以下に主要なものを報告する。

三条大路( 第1 2 3 - 2 次) の調査右京三条一坊十三坪に接する三条大路の調査で，三条大路と

その北側溝を検出した。溝は４時期にわたる改修が認められ，中期にあたる平安時代初頭には，

南岸が堰板で護岸されていた。

二条点間大路（第1 2 3 - 1 7 次）の調査右京二条三坊十一・｜~五坪における調査。二条女間大

路とその南北両側溝，坊間小２０

路東側溝及び十五坪の南限を

画する東西塀二条を検出した。‐ 二L 型Ｉ

右京二条三坊

十坪

323［
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衆粂間ﾉ く路
これによって，遺存地割からＣ､ L ､ 一一一８０－

Ｌ
推定されていた，二条を間大｜･ I l u 坪Ｉ・・坪

路幅員８丈が実証できた。（単位 : 尺）ｃ

二坊を間大路（第1 2 3 - 2 6 次）の調査左京二条二坊々間大路の調査は，平城営二坊を間大路（第1 2 3 - 2 6 次）の調査左京二条二坊々間大路の調査は，平城宮第４４．６８次調

査で検出した束二坊を間大路西側職の南延長線上でおこない，坊間大路とその西側溝を検出し

た。側溝は| 隅2 . 5 ｍ，深さ１ｍで西岸にシガラミ謹岸を施す。出土辿物には，緑和平瓦, 刻印瓦，

博，軒瓦などの瓦博類，鰹抑土器，人面墨書土器，転用脱，漆の附着したものを含む多量の須

恵器と土師器があり，木製品には，櫛，人形，曲物，独楽形I 』i f , など，金属製品としては，和同

開弥，帯金具巡方（烏油腰帯の鋳) ，飾金具，銅鈴などがある。小範囲の発掘としては，遺物が

非常に豊密かつ多様といえる。西側の二条二坊五坪に，重要な進構の存在を予測させる。

右京七条二坊（第' 2 斗次）の調査二・七・十・十五坪にまたがる調査。ほとんどの地区が中

世の土取り土城のため，奈良時代の巡構は削平・破壊されていた。わずかに七・十坪間に設定

したトレンチで，坊問路の東西側溝と推定される南北溝二条を検出したにすぎない。

この他に右京二条四坊八坪( 第1 2 3 - 3 次) ，同三条三坊十三坪( 節1 2 3 - 5 次) ，ｌｒｉｌ二条四坊十五

坪( 第1 2 3 - 2 8 次）において，条坊側溝推定位縦でそれぞれ満を検出している。

寺院の調査薬師寺，法華寺，Ｉﾉ [ ｉ大寺において調査した。薬師寺は西院跡( 第, 2 3 - , 0 次) . 西面

大垣( 第1 2 3 - 1 8 次) で調査し，前者ではI _ ' - 1 世以降の辿構を検出，後者では築地の曲りを確認した｡

門跡は検出されなかったが，なお近辺に存在する可能性がある。法華寺は旧境内I ﾉ [ i 南隅部を調

査し，法華寺と阿弥陀浄土院を両する小路北側溝や悶池の一部を検出した。西大寺の調査地は

叡尊再興伽藍東室推定地であるが，束室に関する巡構は検出できず，中世の伽藍を区画すると

みられる幅 3 . 5 ｍの大溝を検州した。（中村友博．千田剛道．加藤允彦）
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